
大学院入学試験問題用紙 

2023年度 1期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

英語 
造園学専攻 

博士前期課程 

  

問 1. 下記の英文と Table1 に関する設問 1，設問 2 に答えなさい。 

 The wartime evacuation of people from incinerated cities, together with the postwar baby boom, 

actually swelled the town/village population briefly, but between 1950 and 1990 that population dropped 

rapidly – from ① percent of the national total to less than ② percent. Meanwhile, the ○X  populace 

grew commensurately, from ➂ percent to more than ④ percent of the total (Table.1). 

 

Table1 Population by Urban Categories (1920-2005) (in millions) 

 

出典：Conrad, Totman (2014) Japan An Environmental History,I.B.Tauris &Co. Ltd 

 

設問 1  ○Xには適切な英単語を，②～⑤には適切な数値（整数）を答えなさい。 

 

回答 ○X         

①          ②          ➂        ④             

 

設問 2 日本語による要約を 100 字以内で述べなさい。 

    

 

 

 

問 2. 既に進めている卒業論文，またはこれから修士論文としてとりあげたい研究題目を英語で述べな

さい。またその摘要を 250 単語内外で述べなさい。（裏面使用可） 

 

題目                                        

 

摘要 

 

 

 

 

 



大学院入学試験問題用紙 

2023年度 1期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

造園計画・設計学 
造園学専攻 

博士前期課程 

  

1． 地理空間情報技術を自分自身の研究に対して活用することを検討し、利用する技術の名称およびそ

の具体的な方法について述べよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．橘俊綱の『作庭記』（前栽秘抄）と Humphry Reptonの「Red book」（『Observations on the Theory 

and Practice of Landscape Gardening』などは Red bookをもとにつくられた著書）の特徴と意義につ

いて「造園計画学」の観点から述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．「風景計画」の定義を示し、風景管理(景観マネジメント)を実施する上での留意点を 2 つ以上あげな

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



大学院入学試験問題用紙 

2023年度１期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

造園施設材料・施工学 
造園学 専攻 

博士前期 課程 

  

 

以下の６つの問題から２つを選択し、それぞれを４００字～５００字で述べなさい。論述にあたっては裏面を使用し、問

題番号についても記載すること。 

 

１．庭石といった重量物を人力により運搬する際に使用される道具を列挙しつつ、作業の工程や方法について述べなさい。 

 

２．造園空間に池を作るためには、水を溜める池底の構造が重要である。そこで、あなたが知る池底部の構造をひとつ取り

上げ、使用材料と施工方法について説明し、他の工法（ひとつでも複数の工法でも可）と比較した場合の長所と短所に

ついて述べなさい。 

 

３．欧米では、公園のプレイエリアにおけるインクルーシブ遊具の設置が盛んにおこなわれ、近年ではわが国の公園でも導

入されはじめている。インクルーシブ遊具とは何かを説明しつつ、公園利用を豊かにしてゆくための意義や長所につい

て述べなさい。 

 

４．伝統的な工法で作られた日本庭園の池泉は、経年変化によって護岸石の裏側の土が流出して空洞が形成され、護岸石組

の緩みや崩壊が発生するなどの問題が生じている。なぜ、このような現象が生じているのか、考えられる要因を説明し

なさい。 

 

５．近年では、ICT（情報通信技術）の活用による都市公園の利用情報の収集、国土交通省が推進する i-Constructionなど、

造園空間の調査、計画、設計、施工、管理、運営の各段階に DX（デジタルトランスフォーメーション）を導入しよう

とする事例が増えつつある。このことをふまえ、DXの導入により解決が見込めるとあなたが考えた都市公園の管理・

運営・活用に関する課題（ひとつでも複数の課題でも可）を例示しつつ、DXの導入・活用によってどのように課題の

解決が可能となるかを説明しなさい。 

 

６．広場等の造園空間では、舗装が重要な役割を担っている。そこで、あなたが知る舗装方法をひとつ取り上げ、使用材料

と施工方法について説明し、他の材料（ひとつでも複数の材料でも可）と比較した場合の長所と短所について述べなさ

い。 
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大学院入学試験問題用紙 

2023 年度 1 期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

造園植物・植栽学 
造園学   専攻 

博士前期   課程 

  

1. あなたが現在取り組んでいる研究で対象とする植物* について、以下の①～⑤を説明してください。補足

的に図を用いて説明しても構いません。 

① 科名、属名、種（または亜種、変種、品種、園芸品種）名 

② 分布（野生分布が無いものの場合は植栽分布） 

③ 生育地／好ましいとされる生育環境 

④ 形態的特徴 

⑤植栽用途／利用                      *複数を対象としている場合は代表の一種について取り上げること 

 

2. あなたの身近な緑地から、1 か所具体例を挙げ（対象地域（都道府県、市区町村等）を明記すること）、

下記の用語を用いてその場所の概要を説明してください。補足的に図を用いて説明しても構いません。 

なお、ここでいう緑地とは、都市緑地法において定義される、「樹林地、草地、水辺地、岩石地若しくはその状況が 

これらに類する土地（農地であるものを含む。）が、単独で若しくは一体となつて、又はこれらに隣接している土地 

が、これらと一体となって、良好な自然的環境を形成しているもの」とし、保全の対象かどうかは問わないものとし 

ます。【用語：地形、利用、植生、優占種、在来種、外来種】 

 

3. 都市公園や緑地の芝生管理技術について以下の用語をすべて用いて説明して下さい。 

(用語…目土(目砂)・サッチ(satch)・土壌固結・エアーレーション・バーチカルモア・土壌透水性) 

 

4. 都市公園や緑地における植栽土壌の固結状態の診断について(a)～( i )に該当する語句を選択語句 

から選び、記入して説明文を完成して下さい。 

固結した土壌の物理性を把握する方法には、(a)       土壌貫入計や(b)      土壌表面硬度計を用い

て土壌固結状態の程度を把握する。また、固結した土壌は透水性が悪化していることが多いため、土壌透

水性試験が行われる。試験の結果、土壌透水係数が(c)      の場合は透水性良好と判断でき、 

(d)       の場合には透水性が極めて悪化し物理性(硬度)の改良が必要と診断される。また 100cc の採土

管により現地の土壌を採土し、(e)       測定法によって(f)      を把握することで単位容積当りに占

める(g)      、気相、液相の割合を算出できる。従って固結した土壌の場合は(h)       が低く 

( i )      が高い状態が把握できる。 

回答 

(a).      (b).           (c).          (d).         (e).         (f).           

(g)            (h)          ( i )        

選択語句 :  

10-2～10-3 ・山中式・実容積・固相率・土壌三相・液相率・土壌凝縮・長谷川式・固相・土壌固結相・ 

太田式・気相率・土壌圧縮・10-6～10-7 

 

 



大学院入学試験問題用紙 

2023年度 2期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

造園計画・設計学 
造園学専攻 

博士前期課程 

  

1. 江戸・東京の立地特性を踏まえて「潮（汐）入りの庭」の特徴について述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 景観の 4 類型（シーン景観・シークエンス景観・場の景観・変遷景観）について、時間の長短およ

び視点の状態を踏まえて各景観の特徴を説明せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 空間情報技術を以下の【 】内より 2 つ選択し、それぞれの技術で造園空間を調査する際の活用方

法を具体的に述べよ。【GNSS・GIS・MMS・SfM・ドローン・レーザスキャナ】 

 

 

 

 

 

 

 

 



大学院入学試験問題用紙 

2023 年度 2 期 

科  目  名 受 験 専 攻 受 験 番 号 氏    名 

英語 
造園学 専攻 

博士前期 課程 

  

問１ 下記の英文を読み、設問①、設問②について回答してください。 

‘Alternative’ designs serve to constantly challenge mainstream barriers. 

The role of landscape architects is, however, far wider than a mere bridge between the innovative and the traditional. When 

Milton Keynes* was designated a new town it gave designers the chance to take an alternative view of what a town means - not 

only in terms of housing, but in the wider infrastructure. The ideas may initially have been considered radical and even today 

some stand out as being different from the norm - the jury is still out on whether Milton Keynes is a success or not. The major 

criticism is low density and grid roads that make life too easy for cars. However, on a recent visit to the city I enjoyed the 

freedom of cycling on the purpose - built routes which connect all the communities with the city centre. The grid system makes 

for ease of access, even if some of the thinking behind the designs has fallen on stony ground - coding certain streets by 

choosing distinctive species of trees can only work if the inhabitants are fully aware that a tree is not just a tree. Designing for 

needs of walkers, cyclists and horse riders may seem a pipe dream to those working within the constraints of existing 

landscapes, but in Milton Keynes these ideas are now so obvious, so part of daily life that they have crossed from alternative to 

mainstream.  

＊ミルトン・キーンズとは、ロンドン北西約 80 キロに位置し、ニュータウン法により開発されたイギリス最大規模

の計画都市である。 

参考：radical：急進的な、stony ground：石の多い土地、distinctive：特色のある、独特の、constraint：制約 

出典：Sally McDonald (2003), ‘Alternative’ designs serve to constantly challenge mainstream barriers, Journal of the Landscape 

Institute Landscape Design, No.324, p.1 

設問①：下線部を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

設問②：この英文を読んだあなたの感想を、英語で述べなさい。（感想の内容ではなく、英文を採点対象とします） 

 

 

 

問２ あなたの卒業論文、またはこれから取り組みたい修士論文について、題目と研究目的を英語で述べなさい。（研究

の内容ではなく、英文を採点対象とします）（裏面使用可） 

 

題  目                                      

 

研究目的 


